








要約 川崎病に対する免疫グロブリンの有効性と投与量の検討を行う目的で,400 ㎎/kg/日

連日 5日間投与と,100mg/kg/日連日 5日間投与との比較を行っている。これはそれの中間

報告である。 

発熱期間は，400 ㎎/kg/日連日 5日投与群の方が有意に短かかった。 

冠動脈障害の発生に関しては有意差としては明らかではないが,傾向として,400 ㎎/kg/日

連日投与群の方が少ないように思われた。 


